

























































































「神はある街を譬えにひきたもうた。そこは平穏無事で、食糧はいたるところから豊かにはいってきた。ところが、神の恩恵にたいして恩知らずの態度をとったので、その悪事の報いとして、 神 そこに飢餓と恐怖と 、 衣を着せるように味わわせた。 」
















llāhu libāsa  al-jū‘i w
a al-khaufi 」




















人間の感覚に関する神学的な理解の道筋の中で、より明確で具体的な議論の対象となっていた。ギリシャ哲学の影響下、神の唯一性を徹底させるためクルアーンを神 永遠性から切 離し、クルアーンの被造性 説き、人間の側 行為の選択権を主張するなど、啓示的事象の解釈に理性を持ち込む合理的傾向を示したムウタズィラ派神学に対する反動 、合理的なクルアーン解釈への理解 残しながら、クルアーンを神の言葉としてみとめ、神の全能性を重視する立場 と たアシュア ー派神学
（及び、 マートリーディー派神学）
の洞察には、 図らずも、 「共











































































そのようにして、人間の内面に知覚を創造されたということ。　「さらに視覚」は、 脳内で相互に結びついてから双方に分かれ、二つの目に向かう、二つの窪みの神経に付与された機能である。この機能を通じて、 光の輝き 事物 色彩、 形、 嵩（かさ） 、 動き、ものの美醜その他を知覚される。至高なる は、神の下僕 被造物）がこの機能を使う度に人間の内面にこれを創造なさる。
「さらに嗅覚」は、前頭部に突き出ている、動物の乳首に似た、二つの盛りあ った突起に付与された機能で 香り 質を決める空気と鼻孔とを結び付けることにより 香りが知覚さ る。「さらに味覚」は、舌の器官に広がる神経に付与された機能で、口の中で味わわれるものと共にあ 唾液と混ざりあい、それが神経に到達するこ によ 味わいが知覚さる。 「さらに触覚である。 」これ（触覚）は、体全体に広げられた機能であり、これによって、熱、寒さ、湿気 乾き 知覚される。何 触たり、接触する際に、そのようにして知覚される。　「そして、これらのそれぞれの感覚によって」すなわち、五








されるか（可能か） 、 るいは、可能でないかについては 異なる見解があるが、正しい見解は、
これが可能である
とするも































現によって運行する世界観を受け入れるアシュアリー派神学の教義の展開を背景として、 的経験と世界存在の波動を感知する感性から表出する想像力は、詩人 「共感覚」 表現の可能性を押し広げた。ペルシア詩におけるそうした表現の典型はルーミーの詩作 見出せる。　
ルーミーの代表的詩作品には、ルーミーが霊的存在として心










































































































































































































































































































































が単なる言葉の奇異な組み合わせの工夫から生み出されていない点を理解するため、さらに、ルーミーの言葉の背景にあるもの、すなわち、彼 思惟の軌跡に言及する必要があろう 全能なる絶対者から恵まれた存在そのも を感得する鋭敏な直観と狂気ともとれる陶酔へ 沈潜がもたらす詩的体験が言葉
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の敬称）の一族の純正な支持者、 親密な弟子であり、 絶えず、 ルーミーへの熱い思いにそ 身を焦がしていた。たまたま、彼女はカイサリー（地名）に行くことにしたが スルターンには、抜きんでた人物で、確かな見識 持ち主であった彼女がそばにいないわけにはいかなった だが、彼女は、かのお方（ル ミー）との別離の劫火の重荷に耐えられえなかった。当時、肖像画と姿かたちの描写 第二 マーニー（訳注：マニ教の始祖 マニは熟達の絵描きとする伝承があ ）と呼ばれた画家がいた。その画家は、自らの描く技量について、マ ニーさえも面目を失うであろうと豪語していた。彼はアイヌッドウレイェ・ル
ミー （ルーム出身の意味） と呼ばれていた。ゴルジー・ハートゥーンは、画家を厚遇した上で、ルーミーの顔を紙の上に、この上なく美しく描くように命じたのだった、その絵が彼女の旅の伴侶となるように。　
そこで、アイヌッドウレは、信頼できるものたち数名とわれ
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井筒俊彦のいう「形象的体験の次元における新たな形象的陶酔の言語
的反映」は、ルーミーの詩作品のこうした傾向を言い表したものであろう。 『ルーミー語録』イスラーム古典叢書（ルーミー著、井筒俊彦訳）岩波書店、一九七八年、四二〇頁。
 
